
機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

静岡大学 静岡大学サマースクール 令和元年6～7月 留学生 7 受講生の日本語能力を高めるとともに、
留学生受入 静岡大学の学生をはじめとする日本人・

各国留学生との交流を図り、相互理解を
深める

ネブラスカ大学オマハ校 8月 学部生 9 英会話を中心に集中語学研修を行い、
夏季短期留学 ホームステイ及び旅行等で交流を深める

アルバータ大学 8月 学部生 15 英会話を中心に集中語学研修を行い、
夏季短期留学 ホームステイ及び旅行等で交流を深める

朝鮮大学校夏季短期留学 8月 学部生 6 韓国語の集中語学研修を行い、旅行等で
交流を深める

国際交流ラウンジ 7月〜2月 留学生・日本人学生 多数 留学生と日本人学生の交流・留学促進

日本語・日本文化研修留 9月 留学生 9 留学生修了式
学生修了式

新規留学生合同受入式 10月 留学生 30 留学生受入式

静岡県留学生等交流推進協議 12月 事務局として静岡県留学生等交流推進協
議会の運営を支援

「話っ、輪っ、和っ！」 12月 留学生 55 県内の留学生が参加し、同じ地域で学ぶ
2019 日本人学生 41 仲間として意見を述べ合う討論会

教員 3

留学生研修旅行 令和元年2月 留学生・チューター 69 栂池高原(スキー研修)に行き、日本の自
教員 4 然及び文化に対する理解を深める

春季短期留学(イギリス) 2月 学部生 26 英会話を中心に集中語学研修を行い、
ホームステイ及び旅行等で交流を深める

フィリピン短期研修 3月 学部生 2 英語・SDGs研修

浜松医科大学 English Café 令和元年5月
留学生(短期含
む)・

21 浜松医科大学主催：

令和元年6月
日本人学生・研究
者・

22 外国人留学生及び研究者が会話を通じて

令和元年7月 教職員 21 相互の文化理解をはかるとともに
令和元年9月 15 日本人学生と教職員の国際交流に対する
令和元年10月 11 マインド及び英語コミュニケーション
令和元年11月 11 能力の向上を目指す。

令和元年度外国人留学生 令和元年12月 9
令和2年1月 9

令和元年10月
留学生・外国人研
究者

17 浜松医科大学主催：

実地研修旅行 教職員 山梨・長野を訪問し、日本文化や
歴史に触れるとともに、留学生・
教職員との相互理解及び親睦を
深める。

令和元年度留学生 令和元年10月
留学生・外国人研
究者

33 浜松医科大学主催：

研究発表 教職員 在学留学生の研究状況のチェック
とともに在学留学生から新入留学生
への研究紹介を行う。

令和元年度新入留学生 令和元年10月
留学生・外国人研
究者

33 浜松医科大学主催：

ウェルカムパーティー 教職員 留学生・教職員との親睦を深める。

日本語課外補講 通年
留学生・外国人研
究者

25 浜松医科大学主催：

及びその家族 日本留学を「将来」にわたって意義
深いものとするとともに、「現在」
の修学と社会生活を円滑に行うため
の手助けとする。

総合研究大学院大学 NIGINTERN 6月中旬～7月下旬
生命科学研究科
遺伝学専攻

静岡県内外国人留学生交流・支援事業実施状況

海外の大学の学部
生・大学院生

9名程度 6週間の研究プログラムを実施し、参加者
にはセミナーや講義、学術交流会、研究
室訪問プログラム等に参加してもらい、
在学生や研究スタッフとの交流を図る。



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

静岡県立大学 留学生ガイダンス 平成31年 4月 新入留学生 32 大学生活についての説明

留学生交通安全講習会 4月 留学生 32 清水ロータリークラブの協力を得て実施
留学生の交通安全を推進

ふじのくに親善大使 4月（募集） 留学生 6 静岡県国際交流協会主催

留学生交流会 令和元年12月 留学生 161 出身国の歌や踊りを披露し、料理を囲み
日本人学生 会話やゲームを通して交流を深める
教職員

留学生就活セミナー 12月 留学生 11 学内留学生を対象とした就職ガイダンス

留学生意見交換会 令和2年1月 留学生 16 留学生から学校生活に関する意見・要望
教職員 の聞き取り

カンバセーションパートナー
制度

通年 新入留学生 41組 在学生による新入留学生のサポート

留学生日本語支援教室 通年 留学生 延27人 日本語支援のための授業
（入門・初級・中級）を実施

IFC（国際交流クラブ）活動 通年 留学生 77 新入留学生歓迎パーティー
日本人学生 剣祭（大学祭）への多国籍料理模擬店出

クリスマスパーティー等

グループSaKuRa 通年（募集） 留学生 7 地元一般家庭による留学生サポート

東海大学 留学生ガイダンス 2019年 新入生 11 学生生活全般についての
海洋学部 ４月・９月 編入生 1 説明・個別指導

チューター制度 2019年６月～
１～４セメスター
のうちの希望者

0

2020年２月

日本大学 私費外国人留学生ガイダンス ４月 留学生 79 学生生活（留学）全般についての説明
国際関係学部

授業出席状況確認及び毎月の
生活確認

毎月 留学生 79 授業出席状況の確認及び学生生活の確認

グローバル人材&静岡県企業
交流会

１１月 留学生
在学生

62 日本での就職等を考えている留学生や留
学経験のある日本人学生と静岡県内企業
との交流会
【主催：公益社団法人静岡県国際経済振
興会（SIBA）】

異文化交流会 １２月 留学生
在学生

99 学生生活委員会（留学生支援WG）主催に
よる行事
外国人留学生と留学経験のある日本人学
生及びこれから留学を予定している学生
による交流会

日本大学 留学生０名につき未開催
短期大学部(三島校舎)

静岡理工科大学 留学生ガイダンス 4月 新入留学生 12 学生生活全般についてのガイダンス

日本語弁論大会 7月 留学生 10 留学生対象の日本語弁論大会

English Speech Contest 12月
留学生
日本人学生

8 日本人学生も参加する英語弁論大会

クリスマス会 12月
留学生
日本人学生

24 日本人学生も参加するクリスマス会

日本人の大学院生が、留学生の受ける大
学教育・日本語および日常生活に関する
サポートをする



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

聖隷クリストファー大
学

ナンヤン理工学院
ナンヤン理工学院
看護実習生受入れ

9月

ナンヤン理工学院
ヘルスアンドソー
シャルサイエンス
学部看護学科生

2名 聖隷関連施設等における実習

常葉大学

(広見地区福祉推進会)
第13回広見福祉フェスティバ
ル

6月9日 地域住民
富士市広見地区で開催のイベントに、本
学の日本人学生・留学生が共に模擬店参
加し、交流を深めた。

(静岡県教育委員会) 日中青年代表交流事業 10月28日 浙江省青年団 50
浙江省青年団が来校し、学長表敬訪問を
受けた他、学内見学や本学学生との昼食
会を行った。

常葉大学　静岡草薙
キャンパス

中国イベント 12月6日 本学学生 20
学内の中国留学生と日本人学生との交流
を実施した。

（静岡県朝鮮通信使友
好交流事業実行委員
会）

静岡県朝鮮通信使友好交流事
業

1月14日 韓国の大学生 100
韓国の大学生が来校し、本学の学生と
テーマセッション（テーマ概要：「日韓
関係と若者」）・交流会を実施した。

（(一財)地域振興交流
協会）

静岡県訪日教育旅行受入事業 2月5日
台湾台中市忠明高
校

50
台湾の高校生が来校し、中国語履修者を
中心とした学生がホストとして学校紹
介・交流会を行った。

　※（）内は主催団体

静岡産業大学 新入生オリエンテーション 平成31年4月 新入生 対象者 学内研修
(磐田キャンパス） 編入生 全員

第65回矢奈比売神社 4月 留学生 2名 献茶式参加　お茶席体験等
献茶式 会員・市民 茶道宗徧流二葉会主催

新入生歓迎会兼留学生交流会 令和元年5月 留学生・教職員 55名 キャンパス内歓迎交流会
日本人学生

10月 留学生・教職員 50名 キャンパス内歓迎交流会
日本人学生

鮫島海岸清掃 5月 留学生 25名 地域の皆さんと海岸清掃
ボランティア 会員・市民 磐田ライオンズクラブ主催

留学生　交通安全教室 5月 留学生 17名 交通安全指導員による自転車、
バイク利用者中心の交通安全指導

両キャンパス合同交流会 6月 留学生 19名 藤枝キャンパス留学生との交流
(会場：藤枝キャンパス)

ウミガメ放流と 9月 留学生 3名 ウミガメ放流の後、海岸清掃
海岸清掃ボランティア 関係者・市民 福田地区地域づくり協議会連絡会主催

磐田市学術交流振興 11月 留学生 3名 磐田市学術交流振興基金PR
基金のPRと募金活動 関係者・市民 チラシ配布・募金呼びかけ

浜松市立尾奈小学校 11月 留学生 4名 秋の収穫祭を通した国際交流
国際交流会 小学1～6年生 みかん切り、焼き芋、手作りゲーム等

磐田市立磐田南小学校 11月 留学生 3名 母国文化、小学校の紹介
国際理解交流会 小学４年生 遊びを一緒に体験

国際交流バスツアー 令和2月2月 留学生 4名 静岡理工科大学にてフォーラム
第5回ふじのくに地域・ 関係者・職員 見学、日本文化書道体験と近隣の
大学フォーラム 名所訪問

在学生オリエンテーション 3月 留学生 在学生 学生生活全般について説明
全員

国際交流イベント
「餅つき交流会」

1月
本学全学部生
本学留学生 14名

餅つきを通じた本学学生と留学生ととの
交流会。

国際交流イベント
「中東・アフリカ地域幼児教
育者との交流会」

11月

本学全学部生
中東・アフリカか
らの研修員
（JICA）

9名

中東・アフリカからの研修員（JICA）と
本学学生との昼食を取りながらの交流
会。

30名
餃子づくりを通じた本学学生と中国から
の留学生との交流会。
本学海外研修（中国）参加者からの中

国際交流イベント
「ベトナム文化体験」

11月
本学全学部生
本学留学生 20名

春巻きづくりを通じた本学学生と留学生
との交流会。
ベトナム出身の留学生からのベトナムの

国際交流イベント
「中国文化体験」

7月
本学全学部生
本学留学生



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

静岡産業大学 新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 平成31年4月 留学生・ 新入生 学内研修
(藤枝キャンパス) 日本人学生 全員

藤枝市国際友好協会総会・懇
親会

令和元年5月 会員・留学生 3名 藤枝市国際友好協会の方との懇親会

両ｷｬﾝﾊﾟｽ合同交流会 6月 留学生 19名 磐田ｷｬﾝﾊﾟｽ留学生との交流

新入生歓迎会兼留学生交流会 6月 留学生・教職員 23名 ｷｬﾝﾊﾟｽ内歓迎交流会
10月 留学生・教職員 26名 ｷｬﾝﾊﾟｽ内歓迎交流会

駿河台滝ケ谷公園ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 6月 留学生・地域の方 3名 藤枝市青島第五自治会主催
整備事業 美化活動

日本語弁論大会静岡県大会 7月 留学生 4名 世界平和女性連合会主催
日本語弁論大会

清水国際高校「異文化交流」
授業

9月 留学生・高校生 2名 留学生による母国の紹介

日本語弁論大会全国大会 9月 留学生 1名 世界平和女性連合会主催
日本語弁論大会

藤枝市立青島東小学校交流会 10月 留学生・小学生 5名 「国際理解教育」授業講師

焼津高校「国際交流」授業 令和2年2月 留学生・高校生 4名 留学生による母国の紹介
　　〃 〃 留学生・高校生 4名 高校生との異文化交流

在学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 3月 留学生 在学生 学生生活全般について説明
全員

静岡文化芸術大学 留学生研修旅行 令和元年5月
留学生、
日本人学生、
教職員

5人 静岡県舞台芸術センターによる演劇鑑賞

留学生交流会 令和元年7月
留学生、
日本人学生、
教職員

30人
前期で留学を終了する交換留学生の送別
会として開催。留学生、日本人学生及び
教職員が参加。

留学生交流会 令和元年10月
留学生、
日本人学生、
教職員

30人
後期から留学を開始した交換留学生の歓
迎会として開催。留学生、日本人学生及
び教職員が参加。

留学生交流会 令和元年2月
留学生、
日本人学生、
教職員

30人
後期で留学を終了する交換留学生の送別
会として開催。留学生、日本人学生及び
教職員が参加。

静岡英和学院大学 留学生ガイダンス 4月 留学生
新入留学
生全員

学生生活の全般についての説明

静岡英和学院大学短期
大学部

新入生スチューデント・リト
リート

4月 留学生
新入生全

員

新入生全員参加の学外宿泊研修　　　学
生同士の交流を深め、新入生の不安を軽
減させながら大学生活に早く適応できる
ように支援する

日本人学生

新入留学生との交流会 4月 留学生 80
日本人学生

日本語サポート事業 4月～7月 留学生 77
日本語能力を向上させたい留学生や日本
語能力試験の受験、学習の成績の低い留
学生の日本語学習を支援する

10月～1月

静岡英和学院大学 留学生就職対策講座 5月 留学生全員 24

留学生就職対策講座 5月 留学生全員 28

第７回世界お茶まつり  春の
祭典

5月 一般の方 3
第7回世界お茶まつり実行委員会主催のイ
ベントへの協力

華道体験 6月 留学生 40
日本の伝統文化である華道を体験し、日
本理解を深める

日本人学生

名古屋外国人雇用サービスセンターの方
を講師に外国人留学生の就職状況、在留
資格の変更と職業選択、日本における就
職活動及び就職活動のマナー等について
講座を行った。

静岡英和学院大学短期
大学部

名古屋外国人雇用サービスセンターの方
を講師に外国人留学生の就職状況、在留
資格の変更と職業選択、日本における就
職活動及び就職活動のマナー等について
講座を行った。

学生同士の交流を深め、新入留学生の不
安を軽減させながら大学生活に早く適応



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

静岡英和学院大学 日本語作文サポート事業 6月～7月 留学生 30
日本人学生による留学生の課題レポート
の添削サポート

静岡英和学院大学短期
大学部

異文化理解講座 6月 一般の方 3
一般市民に母国文化紹介　　　　　（EGG
異文化教室主催）

アースカレッジ2019 7月 一般の方 7 静岡県国際交流協会主催イベントへの協

第16回留学生日本語弁論大
会・静岡県大会

7月 留学生 3
静岡県で学ぶ留学生への理解を深め絆を
強める
（世界平和女性連合企画）

一般の方

清水国際高校国際交流会 8月 高校生 4
高校生に留学生の母国文化を紹介し、交
流を深める (清水国際高等学校主催）

外国人住民の為の防災セミ
ナー

9月 留学生 多数
留学生対象の防災セミナー（静岡市国際
交流協会、男女参画・多文化共生課主
催）

静岡版創作舞妓 10月 一般の方 7
静岡県美容業生活衛生同業組合主催、七
間町名店街共催のイベントへの協力

日中青年代表交流
10月 関係者 1

日中青年代表交流実行委員会主催のイベ
ントへの協力

静岡英和学院大学 進路に関する個別面談 10月～1月 留学生全員 42

進路に関する個別面談 10月～1月 留学生全員 46

島田市初倉中学校交流会
11月 中学生 2

島田市初倉中学校の生徒に母国文化を紹
介し、交流を深める　　　　（島田市初
倉中学校主催）

世界お茶まつり2019　　秋の
祭典

11月 一般の方 5
第7回世界お茶まつり実行委員会主催のイ
ベントへの協力

静岡県・国際交流バスツアー 11月 留学生 6
大学に通う留学生と日本人学生が交流し
ながら静岡県の自然と文化を理解しても
らう　　　　　　　　　　　　　（公

日本人学生

第54回楓祭 11月 留学生 多数
展示、母国料理の出店など、学生や地域
の方々との交流を深める

日本人学生
一般の方

植樹とバーベキューのつどい
11月 留学生 8

大谷崩れで記念植樹を行い親睦の輪を広
げる。植樹を通して環境と奉仕を体感す
る　　　　　　　　　　（静岡西ロータ

関係者

第1回静岡わいわいワールド
フェア

11月 一般の方 多数
静岡市国際交流協会主催のイベントへの
協力

静岡英和学院大学 12月 9

12月 7

静岡県立沼津城北高校講演会
12月 高校生 3

静岡県立沼津城北高校の生徒に母国文化
を紹介し、交流を深める　　　（静岡県
立沼津城北高等学校主催）

留学生のための就職ガイダン
ス

卒業後のキャリアと日本の就職活動の理
解及び外国人採用を行う静岡県企業の紹
介のガイダンスを実施した。

静岡英和学院大学短期
大学部

留学生のための就職ガイダン
ス

卒業後のキャリアと日本の就職活動の理
解及び外国人採用を行う静岡県企業の紹
介のガイダンスを実施した。

静岡英和学院大学短期
大学部

卒業後の進路、日本での就職、日本語能
力試験の重要性、在留資格などに関する
個別面談を留学生全員に対してキャリア

卒業後の進路、日本での就職、日本語能
力試験の重要性、在留資格などに関する
個別面談を留学生全員に対してキャリア



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

静岡英和学院大学 わわわ 12月 留学生 8
県内の大学で学んでいる留学生と日本人
学生が参加する討論会（静岡県留学生等
交流推進協議会主催）

静岡英和学院大学短期 日本人学生
大学部
静岡英和学院大学 1月 2

1月 3

国際交流フェア2020　in英和 1月 留学生 170名以上
学生同士及び地域の方々との文化交流を
深め、多文化共生の地域づくりに貢献す
る

日本人学生
一般の方

グランシップ「春の音楽祭
2020」

2月 一般の方 21
グランシップ「春の音楽祭2020」イベン
トへの合唱の出演（公益財団法人静岡県
文化財団、静岡県主催）

沼津工業高等専門学校 留学生入学ガイダンス 4月 留学生 1
留学生を円滑に受入れるため、高専生
活、寮生活など全般について説明

タイ短期留学生受入 6～7月 短期留学生 2
学生交流協定に基づき、キングモンクッ
ト工科大学の学生を１ヶ月間受入

大韓民国短期留学生受入 7月 短期留学生 4
学生交流協定に基づき、ウソク大学校の
学生を２週間受入

にほんごスピーチ発表会 11月 留学生 2
教職員 1

高専祭（学園祭） 11月 留学生 7
来場者 多数

留学生研修旅行 12月 留学生 7
教職員 3

東海地区高専
  外国人留学生交流会

12月 留学生 4

教職員 6
他高専留学生 24
他高専教職員 5

就活直前！留学生就職対策講
座

留学生大学3年生 3月の就活解禁前に名古屋外国人雇用サー
ビスセンターの方を講師に日本企業の採
用活動のプロセスや背景を理解してもら
うための講座を行った。マナーや心構
え、日本語能力試験Ｎ１合格の重要性、
在留資格変更について、ハローワークの
支援などについて講義をした。

静岡英和学院大学短期
大学部

就活直前！留学生就職対策講
座

留学生短期大学部1
年生

3月の就活解禁前に名古屋外国人雇用サー
ビスセンターの方を講師に日本企業の採
用活動のプロセスや背景を理解してもら
うための講座を行った。マナーや心構
え、日本語能力試験Ｎ１合格の重要性、
在留資格変更について、ハローワークの
支援などについて講義をした。

東海地区５高専留学生を対象として交流
会（情報交換、歴史的施設見学、日本文
化体験など）を実施

留学生の交流、日本文化・歴史などを体
験、理解できる研修旅行（伊豆方面）を

母国紹介会場（ポスター掲示、パンフ
レット配布、伝統工芸品展示など）を開

沼津市主催の発表会に留学生が参加



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

静岡県 ６月～ ふじのくに
多文化共生課 （委嘱） 留学生親善大使 計20

（令和元年度）
静岡大学 5
静岡県立大学 6

　 静岡英和学院大学 6
静岡英和学院大学
短期大学部

1

静岡産業大学 1
日本大学 1

静岡県 浙江省短期留学生交流 9月～12月 浙江省内大学生 11 浙江省内大学からの短期留学生の受入れ
大学課

静岡留学フェア 10月、11月 静岡留学希望者 多数
ベトナム（10月）、インドネシア（11
月）の日本留学フェアに出展し、県内大
学の情報を発信

静岡市

静岡市多文化共生協議会 年４回  外国人住民、有識
者、多文化共生支
援団体代表

14 静岡市多文化共生推進計画に基づく取組
として、市内に住む外国人住民等が、地
域の一員として自らの生活の諸問題につ
いて検討し、提言書をまとめ、市長に提
出する。当協議会には委員として留学生
３名参加。

広報・情報発信 通年 一般 広報しずおかの英語版・中国語版を作成
し、市内大学や日本語学校、生涯学習施
設等に配布。

地域課題解決事業（駿河共生
地区を舞台とした、外国人住
民と地域の共生モデルの作成
について）

７月～３月末 留学生、日本人住
民

静岡県立大学との連携により、「駿河共
生地区を舞台とした、外国人住民と地域
の共生モデルの作成について」をテーマ
に、駿河区や県内で外国人割合の多い磐
田市、菊川市でフィールドワークを行
い、駿河区の地域交流拠点や相談窓口、
他市の好事例を紹介するマップとスライ
ドショーを作成した。１月末時点で事業
継続実施中。３月に報告書完成見込み。

静岡市多文化共生総合相談セ
ンター

通年 在住外国人、外国
人を支援する日本
人住民

外国語相談員による多言語相談

※タブレット端末を用いたテレビ電話通
訳も使用可能（対応可能言語：英語、
フィリピン語、スペイン語、ポルトガル
語、中国語、フランス語、ベトナム語、
韓国語、ネパール語、タイ語、インドネ
シア語、ヒンディー語、ロシア語）

英語
　月～金　８:30～17:15
ポルトガル語・スペイン語
　月・水・木　８:30～17:15
　火曜日　８：30～12：00
フィリピン語
　火曜日　13:00～16:00
中国語
　木曜日　13:00～16:00

葵区相談窓口
英語・スペイン語・フランス語
　月～金　８:30～17:15
中国語
　水曜日　９:00～12:00
フィリピン語
　木曜日　13:00～17:00
ベトナム語
　金曜日　13:00～17:00

駿河区出張窓口
日本人職員が対応（英語対応は可）
　月曜日　８:30～17:15

【静岡市国際交流協会
清水支部内】

【静岡市国際交流協会
本部内】

【駿河区役所３階
市民相談室内】

※英語は国際交流協会本部・支部ともに
随時、スペイン語は本部のみ随時受け付
けています。

国際交流活動に意欲があり、帰国後も本
県との交流の架け橋となることが期待さ
れる県内大学等に在籍する外国人留学生
を、毎年20人「ふじのくに留学生親善大
使」に委嘱。学校訪問や地域国際交流イ
ベント等に派遣。（毎年の参加事業延件
数：150～200件）

令和元年度ふじのくに留学生
親善大使設置事業
（静岡県国際交流協会委託）



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

浜松市
国際課

外国人のための生活相談 通年 在住外国人

各国の言語や文化に精通した相談員によ
る、多言語相談。

ポルトガル語　火～日曜日：9:00-17:00
英語　月～金曜日：13:30-16:30
タガログ語　木曜日：13:00-17:00
中国語　金曜日：13:00-17:00
ベトナム語　土曜日：13:00-17:00
スペイン語　日曜日：13:00-17:00
インドネシア語　日曜日：13:00-17:00

メンタルヘルス相談 通年 在住外国人

浜松市精神保健福祉センターと連携し、
ブラジル人心理士によるメンタルヘルス
相談と精神科・発達相談関連の受信相談
に対する通訳の派遣を行なっている。
火曜～土曜　9時～17時30分

行政書士相談 毎月第２日曜日 在住外国人
静岡県行政書士会と連携して、英語、ポ
ルトガル語・スペイン語による行政書士
相談を行なっている。

法律相談 毎月最終木曜日 在住外国人
静岡県弁護士協会と連携して、英語・ポ
ルトガル語・スペイン語・タガログ語に
よる弁護士相談を行なっている。

三島市 外国籍市民相談事業 通年 在住外国人 531 英語・中国語
(12月末 （月～金8:30～17:15）
現在） ポルトガル語（月・木8:30～17:15）

スペイン語（火・金8:30～17:15）

三島市国際交流協会 国際交流フェア 43604 一般 550 在住外国人等による世界の料理販売
（日曜日） 世界のダンス　等

在住外国人との交流事業 令和1年10月6日 在住外国人と 42 バーベキュー
（日曜日） 協会会員

ふれあいフットサル大会 令和1年11月17日 一般 117 フットサル大会
（日曜日）

新春交流パーティー 令和2年2月2日 一般 131 在住外国人と市民との交流会
（日曜日） ダンス・ゲームなど

三島日本語サークル 日本語学習 通年 在住外国人 66 在住外国人にボランティア講師が日
(12月末 本語をマンツーマンで教える。
現在） 1回1時間の授業×10回=5,000円

藤枝市国際友好協会 ペンリス市交換学生事業

令和1年7月26日～8
月17日(派遣）

令和1年9月20日～10
月11日（受入）

高校生
6

5
３週間の相互留学・ホームステイ

国際交流セミナー
　　　　　　　料理

令和2年1月26日 一般 20 市民との交流料理教室

静岡県中小企業団体中
央会

課題解決型インターンシップ
令和1年9月16日
　　～
令和2年2月3日

県内中小企業
県内外国人留学生

3社
3人

各社に留学生１人が５日間程度のイン
ターンシッププログラムを実施。事前に
企業課題を留学生に説明のうえ情報共有
し、受け入れ企業の実習を通じて課題解
決に取り組んだ。

外国人留学生向けセミナー 令和1年12月11日 県内外国人留学生 16人

日本に就職を希望する外国人留学生に対
し、教育機関と連携して就職ガイダンス
を開催。卒業後のキャリアと日本の就職
活動の理解をテーマに講演を実施すると
ともに、中小企業経営者の出前講座を開
催し中小企業の魅力を伝えた。

オンキャンパス型マッチン
グイベント

令和1年6月4日
県内中小企業等
県内外国人留学生

28社
232人

海外展開を視野に入れている企業と県内
外国人留学生のマッチンイベントを開
催。企業向けセミナーとして留学生採用
のポイントのほか、在留資格取得におけ
る留意事項を説明した。

外国人採用強化セミナー 令和1年8月29日 県内中小企業等 28社

（一社）留学生支援ネットワークの紹介
とともに、在留生採用市場の動向とし
て、就職先の傾向や実際の就職状況等に
ついて解説。加えて、留学生採用におけ
る多様化傾向について在留資格ごとに説



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

グローバル人材&静岡県企業
交流会

6月5日 グローバル人材 企業20社 学生と企業担当者との交流

（浜松会場：静岡大学）
(外国人留学生・日
本人留学経験者)

39人 （在留資格相談会併設）

学生74人

グローバル人材&静岡県企業
交流会

7月12日 グローバル人材 企業24社 学生と企業担当者との交流

（静岡会場：静岡音楽AOI）
(外国人留学生・日
本人留学経験者)

41人 （在留資格相談会併設）

学生59人

グローバル人材&静岡県企業
交流会

11月16日 グローバル人材 企業17社 学生と企業担当者との交流

（三島会場：日本大学）
(外国人留学生・日
本人留学経験者)

37人 （在留資格相談会併設）

学生62人

企業見学会 9月10日 グローバル人材 企業3社 企業見学・バスツアー
静岡県中部地域 （外国人留学生） 学生15人

企業見学会 9月11日 グローバル人材 企業3社 企業見学・バスツアー
静岡県西部地域 （外国人留学生） 学生15人

企業見学会 9月12日 グローバル人材 企業3社 企業見学・バスツアー
静岡県東部地域 （外国人留学生） 学生12人

グローバル人材 インターン
シップ

令和元年6月～令
和2年2月

グローバル人材 企業7社 インターンシップ

(外国人留学生・日
本人留学経験者)

学生11名

グローバル人材　就職マッチ
ング

令和元年6月～令
和2年2月

グローバル人材 企業6社 会社見学～採用試験

(外国人留学生・日
本人留学経験者)

学生9名 正社員採用6名

公益財団法人
静岡県国際交流協会

ふじのくに留学生 6月～ 留学生 20

県民との交流に関心のある留学生20名を
毎年「ふじのくに留学生親善大使」とし
て県より委嘱し、学校訪問や地域の交流
イベント等へ派遣

親善大使
（県多文化共生課より受託）

留学生のための就職支援講座 6月～令和2年2月 留学生 150名
(延人数)
(公社ふじのくに・地域大学
コンソーシアムより受託）

静岡市国際交流協会 静岡わいわいワールドフェア 11月 一般 8 在住外国人との交流促進
外国人住民のための防災セミ
ナー

9月 留学生 70 在住外国人への防災の情報・知識提供

留学生が静岡県の産業や企業文化、ま
た、ビジネス日本語等を習得するための
留学生就活支援講座を開催した。

（公社）静岡県国際経
済振興会



機関・団体名 事　　業　　名 時　　期 対 象 者 人 数 事　　業　　内　　容

公益財団法人
浜松国際交流協会

外国人留学生のための日本企
業就職セミナー

43664 外国人留学生 26人

浜松いわた信用金庫様の主催「ビジネス
マッチングフェア」の企業ブース見学及
び地域紹介講話を行うことで、浜松市内
の企業を知っていただく機会として今後
の就職の参考にしていただくもの。

地球人教育出前講座 通年 小中高校大学生
留学生や在住外国人を講師として派遣
し、母国の文化・社会について講座を行

一般

多言語ラジオ番組支援 毎週1回 在住外国人

生活情報をポルトガル語・日本語による
ラジオ放送にて周知。中国人、ペルー
人、ベトナム人、フィリピン人とつくる
コーナーの支援。

日本人

多言語Facebookでの情報提供 随時 在住外国人

Facebookにおいて、日本語・ポルトガル
語・英語による情報提供を行う。イベン
ト情報や市役所からのお知らせ、防災関
連情報などを提供。

日本人

入国・在留手続き相談 毎週水曜 在住外国人

入国管理局と連携し、ポルトガル語スペ
イン語による入国・在留手続きに関する
相談を行なっている。
毎週水曜日　9時～17時

行政書士相談 毎月2回 在住外国人
静岡県行政書士会と連携して、ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
語・スペイン語などによる行政書士相談
を行なっている。

弁護士相談 毎月2回 在住外国人
静岡県弁護士協会と連携して、英語・ﾎﾟﾙ
ﾄｶﾞﾙ語・スペイン語・ﾀｶﾞﾛｸﾞ語による弁
護士相談を行なっている。

メンタルヘルス相談 火曜日～土曜日 在住外国人

浜松市精神保健福祉センターと連携し、
ブラジル人心理士によるメンタルヘルス
相談と精神科・発達相談関連の受信相談
に対する通訳の派遣を行なっている。
火曜～土曜　9時～17時30分



私費留学生の奨励助成金等

奨 学 金 の 名 称 月　　額 年　　額 受 給 者 数

円 円 人
静岡大学
文部科学省留学生受入促進プログラム
(文部科学省外国人留学生学習奨励費）
（大学院）１２ヶ月採用 48,000 5
（大学院）  ６ヶ月採用 48,000 34
（学部）１２ヶ月採用 48,000 18
（学部）  ６ヶ月採用 48,000 8

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会奨学金
（大学院） 140,000 1
（学部） 100,000 1

一般財団法人スルガ奨学財団外国人留学奨学生 50,000 1

公益信託本田弁二郎留学生技術者育成奨学基金 1,000,000 3

公益財団法人日揮・実吉奨学会奨学金 300,000 1

公益財団法人佐藤陽国際奨学財団私費留学奨学生 180,000 1

しずぎんアジア留学生奨学金 100,000 3

公益財団法人マブチ国際育英財団 100,000 3

公益財団法人エンケイ財団給付型奨学生 20,000 5

JEES留学生奨学金（就職促進） 30,000 5

JEES T.バナージインド留学生 100,000 1

JEES しずぎんアジア留学生 100,000 3

公益財団法人寺浦さよ子記念奨学会留学生奨学金
（学部） 100,000 2

一般財団法人アジア国際交流奨学財団「川口静記 60,000 1
念奨学生」

公益信託東海澱粉国際交流奨学基金奨学生 30,000 3

日本国際協力センターMHIベトナム 50,000 1

伊藤国際教育交流財団外国人奨学生 180,000 1

ヒロセ国際奨学財団一般奨学金 150,000 2

村上奨学財団2019年度奨学生 30,000 2

静岡大学国際交流基金 
（前期６か月） 40,000 12
（後期６か月） 40,000 12

静岡大学
静岡大学未来創生基金  
（前期６か月） 15,000 2
（後期６か月） 15,000 3

授業料不徴収 (全額不徴収) 160
(半額不徴収) 3

留学生への支援



奨 学 金 の 名 称 月　　額 年　　額 受 給 者 数

浜松医科大学
文部科学省外国人留学生学習奨励費 48,000 5

浜松医科大学国際交流基金奨学金 2,000 1
※他機関奨学金の受給金額を減額して支給

浜松医科大学国際交流奨学金 100,000 24

※浜松医科大学国際交流奨学金 72,000 4
※他機関奨学金の受給金額を減額して支給

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会奨学金 140,000 1

国際ソロプチミスト浜松　カトレア奨学金 200,000 1

授業料減免制度 前期全額免除  20
前期半額免除 1
後期全額免除 29
後期半額免除 1

静岡県立大学
静岡県立大学私費外国人留学生奨学金
（大学院） 70,000 7
（学部） 50,000 5

文部科学省外国人留学生学習奨励費
（大学院） 48,000 1
（学部） 48,000 1

清水ロータリークラブ日本語学習奨励金 30,000 9

㈱TOKAIグループ奨学金 50,000 2

㈱天野回漕店奨学金 50,000 2

スルガ奨学財団外国人留学生奨学金 50,000 2

公益信託東海澱粉国際交流奨学基金（大学院） 30,000 3

ロータリー米山記念奨学金
（大学院） 140,000 1

（財）大塚敏美育英奨学金 1,500,000 1

しずぎんアジア留学生奨学金 100,000 5

授業料減免制度 全額又は半額免除 64

エンケイ財団 20,000 2

ビヨンズ国際育英財団奨学金 10,000 2



奨 学 金 の 名 称 月　　額 年　　額 受 給 者 数

東海大学　海洋学部
私費留学生授業料減免奨学金 給付（学費減免） 7
（2017年度生まで） 授業料20％相当額

松前重義留学生奨学金　１種 給付（学費減免） 0
入学金・授業料・
教育運営費・
施設設備費相当額

松前重義留学生奨学金　２種 300000 1

文部科学省外国人留学生学習奨励費 48,000 1

公益財団法人マブチ国際育英財団 100,000 1

日本大学　国際関係学部
日本大学私費外国人留学生授業料減免（大学院）
※年間授業料の20％相当額

150,000 7

日本大学私費外国人留学生授業料減免（学部２年～４年）

※年間授業料の20％相当額
166,000 32

日本大学私費外国人留学生授業料減免（学部１年生）
※年間授業料の20％相当額

178,000 10

日本大学創立１００周年記念外国人留学生奨学金（学部）

※年間授業料相当額
830,000 1

日本大学国際関係学部奨学金／第３種（学部）
※年間授業料の50％相当額

415,000 1

文部科学省外国人留学生学習奨励費（学部） 48,000 1

公益財団法人辻国際奨学財団奨学生（学部） 150,000 1

公益財団法人ビヨンズ国際育英財団奨学生（学部） 10,000 17

公益財団法人ロータリー米山記念奨学生 100,000 1

公益財団法人ロータリー米山記念奨学生 600,000 1

公益財団法人朝鮮奨学会奨学生（学部） 160,000 2

公益財団法人エンケイ財団奨学生 20,000 1

静岡理工科大学
静岡理工科大学 外国人留学生授業料減免制度 490,000円 26人

静岡理工科大学 外国人留学生授業料減免制度 452,000円 2人

文部科学省　外国人留学生学習奨励費（一般枠） 48,000円 1人

ロータリー米山記念奨学生 140,000円 1人

公益財団法人平和中島財団（中島健吉記念奨学 100,000円 1人

ビヨンズ国際育英財団奨学金 10,000円 1人



奨 学 金 の 名 称 月　　額 年　　額 受 給 者 数

聖隷クリストファー大学
(授業料減免)聖隷クリストファー大学大学院
・リハビリテーション科学研究科博士前期課程 950,000 2
・リハビリテーション科学研究科博士後期課程 366,500 1

常葉大学
JASSO学習奨励費 48,000 1
しずぎんアジア留学生奨学金 100,000 1
ロータリー米山記念奨学金 100,000 1

102,000 3
94,500 1
108000 18

132,000 1

静岡産業大学
◎(公財)ロータリー米山記念奨学会奨学金 100,000 3

◎しずぎんアジア留学生奨学金 100,000 1

◎㈱共立メンテナンス奨学基金奨学金 60,000 1

◎独立行政法人日本学生支援機構学習奨励費 48,000 2

◎(公財)エンケイ財団奨学金 20000 3

◎(公財)ビヨンズ国際育英財団奨学金 10000 7

◎国際ソロプチミスト磐田奨学金 50000 1

◎磐田市学術交流振興事業費補助金 100000 42

◎私費外国人留学生授業料減免 年間授業料の15％ 120

◎入学金減免 100,000 10
200,000 10

静岡文化芸術大学
【奨励助成金等】 円 円 人
静岡文化芸術大学外国人留学生奨学金
1号受給（他団体からの奨学金受給あり） 10,000円 120,000円 6人
2号受給（他団体からの奨学金受給なし） 20,000円 240,000円 15人

文部科学省　留学生受入れ促進プログラム（外国人留学生学習奨励費）
（学部生） 48,000円 576,000円 1人
（大学院生） 48,000円 576,000円 1人

ロータリー米山記念奨学財団奨学金 140,000円 1,680,000円 1人

東海澱粉国際交流奨学基金 30,000円 360,000円 2人

ビヨンズ国際育成財団奨学金 10,000円 120,000円 1人

【授業料減免】
静岡文化芸術大学外国人留学生授業料減免制度 - 160,740円 22人
（授業料の30％を減免）

学校法人常葉大学
私費外国人留学生の授業料減免



奨 学 金 の 名 称 月　　額 年　　額 受 給 者 数

静岡英和学院大学
静岡英和学院大学私費外国人留学生学費等減免制
度
入学金 90000 57
授業料 290,000 147

東海大学短期大学部
2020入学につきましては募集停止であり
制度の対応はございません。

静岡英和学院大学短期大学部
静岡英和学院大学短期大学部私費外国人留学生学費等減免制度
入学金 90,000 34
授業料 290,000 54

沼津工業高等専門学校
公益財団法人エンケイ財団奨学金 20,000 1

公益財団法人日本国際教育支援協会 JEES留学生奨学金 40,000 1

授業料免除（前期） 117,300 1



外国人留学生の受入れの現状
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外国人留学生の受入れの現状

順位 国(地域)名 留学生数 割合 国(地域)名 留学生数 割合
1 中国 94,047人 41.2% 中国 437人 37.2%
2 ベトナム 45,248人 19.8% ベトナム 220人 18.7%
3 ネパール 18,662人 8.2% インドネシア 123人 10.5%
4 韓国 15,977人 7.0% 韓国 59人 5.0%
5 台湾 7,518人 3.3% バングラデシュ 50人 4.8%

順位 国(地域)名 留学生数 割合 国(地域)名 留学生数 割合
1 中国 86,439人 41.4% 中国 432人 40.1%
2 ベトナム 42,083人 20.1% ベトナム 182人 16.9%
3 ネパール 15,329人 7.3% インドネシア 100人 9.3%
4 韓国 14,557人 7.0% 韓国 59人 5.5%
5 台湾 7,423人 3.6% バングラデシュ 50人 4.6%

順位 国(地域)名 留学生数 割合 国(地域)名 留学生数 割合
1 中国 79,502人 42.2% 中国 401人 41.7%
2 ベトナム 35,489人 18.8% ベトナム 135人 14.0%
3 ネパール 14,850人 7.9% インドネシア 97人 10.1%
4 韓国 13,538人 7.2% 韓国 57人 5.9%
5 台湾 6,994人 3.7% バングラデシュ 46人 4.8%

順位 国(地域)名 留学生数 割合 国(地域)名 留学生数 割合
1 中国 75,262人 44.0% 中国 401人 46.4%
2 ベトナム 28,579人 16.7% ベトナム 111人 12.8%
3 韓国 13,571人 7.9% 韓国 65人 7.5%
4 ネパール 13,456人 7.9% インドネシア 64人 7.4%
5 台湾 6,401人 3.7% バングラデシュ 38人 4.4%

順位 国(地域)名 留学生数 割合 国(地域)名 留学生数 割合
1 中国 74,921人 49.3% 中国 460人 52.4%
2 ベトナム 20,131人 13.2% ベトナム 94人 10.7%
3 韓国 13,397人 8.8% 韓国 71人 8.1%
4 ネパール 8,691人 5.7% インドネシア 54人 6.2%
5 台湾 5,610人 3.7% バングラデシュ 32人 3.6%

2015年

全体 静岡県

2016年

静岡県

2017年

全体

全体 静岡県

2018年

全体 静岡県

全体 静岡県

2019年

出身国（地域）別留学生数(高等教育機関)



静岡県内の留学生受入状況

学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院

正 規 学 生 38 6 10 155 190 161 0 238

研 究 生 1 11 11 0 1

科 目 等 履 修 生 6 1 5 7 0 5

聴 講 生 3 35 1 38 0 1

正 規 学 生 1 21 0 0 22

研 究 生 1 4 1 0 4

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 9 5 0 0 14

研 究 生 1 0 0 1

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 1 52 28 52 0 29

研 究 生 7 0 0 7

科 目 等 履 修 生 3 0 0 3

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 4 33 37 0 0

研 究 生 1 1 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 69 10 69 0 10

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 12 2 12 0 2

正 規 学 生 31 1 31 0 1

研 究 生 4 4 0 0

科 目 等 履 修 生 8 8 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 3 0 0 3

研 究 生 1 0 0 1

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 28 1 28 0 1

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 1 1 0 0

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 111 111 0 0

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 3 3 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 4 18 4 0 18

研 究 生 6 6 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 11 11 0 0

正 規 学 生 152 152 0 0

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 2 2 0 0

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 0 0 0

研 究 生 0 0 0

科 目 等 履 修 生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 0 0 49 10 0 10 638 0 277 648 0 336

研 究 生 0 0 2 0 0 0 23 0 12 23 0 14

科 目 等 履 修 生 6 0 0 0 0 0 12 0 8 18 0 8

聴 講 生 3 0 0 0 0 0 58 0 3 61 0 3

静 岡 英 和 学 院 大 学 (152)

静 岡 産 業 大 学 (114)114

浜 松 学 院 大 学 (2)

152 0 0

2 0

1 0 0

0

静 岡 文 化 芸 術 大 学 (39)

0 0

21 0 18

0 0 4

28 0 1

81 0 12

常 葉 大 学 (29)

聖隷クリストファー大学 (4)

43 0 1

(38)

静 岡 県 立 大 学 (91)

38 0

静 岡 理 工 科 大 学

0

(44)

日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 (93)

浜 松 医 科 大 学

52 0 39

東 海 大 学 海 洋 学 部

0 26

0 0

(462)

総計合計

217 0 245

　　受　　　入　　　留　　　学　　　生　　　数　　

身 分

令和元年５月１日現在

国費 外国政府 私費 小計

(27)

受入機関別外国人留学生数（大学の部）

機 関 名

静 岡 大 学

順天堂大学　保健看護学部 0 0 0 (0)

1

750 0 361大 学 の 部 合 計 (1111)

(15)15
総 合 研 究 大 学 院 大 学
生命科学研究科 遺伝学専攻

静 岡 福 祉 大 学 (1)



静岡県内の留学生受入状況

学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院 学部 専攻科 大学院

正 規 学 生 1 1 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 0 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 57 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 0 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 0 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 0 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 3 3 1 7 0 0

研 究 生 0 0 0

科目等履修生 0 0 0

聴 講 生 0 0 0

正 規 学 生 3 0 0 3 0 0 2 0 0 65 0 0

研 究 生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

科目等履修生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

聴 講 生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

正 規 学 生 3 0 49 13 0 10 640 0 277 713 0 336

研 究 生 0 0 2 0 0 0 23 0 12 23 0 14

科目等履修生 6 0 0 0 0 0 12 0 8 18 0 8

聴 講 生 3 0 0 0 0 0 58 0 3 61 0 3

静 岡 英 和 学 院 大 学
短 期 大 学 部

東 海 大 学 短 期 大 学 部

小計

静岡県立大学短期大学部

沼 津 工 業 高 等 専 門 学校

静 岡 県 合 計

短 大 ・ 高 専 の 部 合 計

浜松学院大学短期大学部

日 本 大 学 短 期 大 学 部

常 葉 大 学 短 期 大 学 部

受入機関別外国人留学生数（短大・高専の部） 令和元年５月１日現在

機 関 名 身 分

　　受　　　入　　　留　　　学　　　生　　　数　　

総計国費 外国政府

0 (57)

私費 合計

1 0 0 (1)

0 0 0 (0)

0 0 0 (0)

57 0

0 (65)

0 0 0 (0)

0 0 0 (0)

815 0 361 (1176)

7 0 0 (7)

65 0



受入機関別宿舎状況

大学設置の
留学生宿舎

大学設置の
一般学生寮

民間等設置
の

留学生宿舎
公営住宅

都市再生設
置機構住宅

民間企業の
社員寮

県市町村の
職員寮

借上宿舎
民間宿舎・
アパート

その他 合　計

静 岡 大 学 229 40 185 8 462

浜 松 医 科 大 学 23 4 27

総 合 研 究 大 学 院 大 学
生 命 科 学 研 究 科 遺 伝 学 専 攻 1 14 15

静 岡 県 立 大 学 1 2 88 91

東 海 大 学 海 洋 学 部 38 38

日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 6 78 9 93

静 岡 理 工 科 大 学 5 39 44

聖 隷 ク リ ス ト フ ァ ー 大 学 3 1 4

常 葉 大 学 29 29

静 岡 福 祉 大 学 1 1

静 岡 産 業 大 学 1 113 114

静 岡 文 化 芸 術 大 学 11 28 39

静 岡 英 和 学 院 大 学 152 152

浜 松 学 院 大 学 2 2

順 天 堂 大 学 保 健 看 護 学 部 0

静 岡 県 立 大 学 短 期 大 学 部 1 1

東 海 大 学 短 期 大 学 部 0

静岡英和学院大学短期大学部 57 57

常 葉 大 学 短 期 大 学 部 0

浜 松 学 院 大 学 短 期 大 学 部 0

日 本 大 学 短 期 大 学 部 0

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 6 1 7

合　　計 258 46 0 2 0 5 2 11 820 32 1,176

宿 舎 別 割 合 ％ 21.9 3.9 0.0 0.2 0.0 0.4 0.2 0.9 69.7 2.7

令和元年５月１日現在



受入機関別・出身国別外国人留学生数

令和元年５月１日現在

地　　域
オセア
ニア

静 岡 大 学 23 20 80 31 86 100 8 45 4 39 2 2 1 1 1 5 4 1 3 1 1 1 2 1 462 4.5

浜 松 医 科 大 学 1 3 11 2 9 1 27 2.2

総 合 研 究 大 学 院 大 学
生 命 科 学 研 究 科 遺 伝 学 専 攻 1 1 1 1 1 2 4 1 1 1 1 15 45.5

静 岡 県 立 大 学 1 4 13 6 1 11 47 1 2 1 1 1 2 91 2.9

東 海 大 学 海 洋 学 部 1 6 2 28 1 38 1.7

日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 1 1 9 72 2 6 2 93 2.8

静 岡 理 工 科 大 学 1 13 23 4 2 1 44 0.0

聖 隷 ク リ ス ト フ ァ ー 大 学 2 2 4 0.3

常 葉 大 学 1 1 27 29 0.4

静 岡 福 祉 大 学 1 1 0.2

静 岡 産 業 大 学 5 1 6 4 23 58 1 11 5 114 6.7

静 岡 文 化 芸 術 大 学 2 6 29 1 1 39 2.7

静 岡 英 和 学 院 大 学 8 1 14 2 63 34 15 5 10 152 20.6

浜 松 学 院 大 学 1 1 2 0.5

順 天 堂 大 学 保 健 看 護 学 部 0 0.0

静 岡 県 立 大 学 短 期 大 学 部 1 1 0.3

東 海 大 学 短 期 大 学 部 0 0.0

静岡英和学院大学短期大学部 13 6 1 15 4 1 6 2 9 57 19.0

常 葉 大 学 短 期 大 学 部 0 0.0

浜 松 学 院 大 学 短 期 大 学 部 0 0.0

日 本 大 学 短 期 大 学 部 0 0.0

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 1 2 1 1 1 1 7 0.6

合　　計 27 28 35 123 5 59 2 220 437 1 19 2 51 40 56 28 1 1 1 1 9 3 1 1 5 5 3 3 1 1 1 4 1 1 1,176

国 籍 別 割 合 ％ 2.3 2.4 3.0 10.5 0.4 5.0 0.2 18.7 37.2 0.1 1.6 0.2 4.3 3.4 4.8 2.4 0.1 0.1 0.1 0.1 0.8 0.3 0.1 0.1 0.4 0.4 0.3 0.3 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1 0.1 100.0
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静岡県留学生等交流推進協議会要項 

 

（設立及び目的） 

第１ 静岡県内における留学生等の受入の促進及び地域住民との交流活動の推進を図るとともに、 

地域住民の国際理解の増進に寄与するため、静岡県留学生等交流推進協議会（以下「推進協議会」

という。）を置く。 

（定義） 

第２ この要項において「留学生等」とは、外国人留学生、研究者又は研修生であって、静岡県内

の高等教育機関、学術研究機関又は日本語教育機関において教育を受け、又は特定の研究を行う

目的で滞在する者をいう。 

（事業） 

第３ 推進協議会は、第 1に規定する目的を達成するために、県内の留学生等の受入の促進及び地

域住民との交流活動の推進に関する事項について審議する。 

（組織） 

第４ 推進協議会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 県内の大学、短期大学及び高等専門学校の長 

(2) 県内の日本語教育機関の長 

(3) 県内の国、地方公共団体、経済団体及び国際交流関係団体の長又は代表者 各 1人 

(4) 独立行政法人日本学生支援機構名古屋支部長 

（役員） 

第５ 推進協議会に、次の役員を置く。 

(1) 議長  1人 

(2) 副議長 2人 

２ 議長は、静岡大学長をもって充て、副議長は、推進協議会の議を経て議長が委嘱する。 

（役員の職務） 

第６ 議長は、推進協議会を招集する。 

２ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故があるときは、副議長のうちから議長があらかじめ指名

する者が、その職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第７ 議長が必要と認めたときは、委員以外の者を推進協議会に出席させることができる。 

（運営委員会） 

第８ 推進協議会の円滑な運営を図るため、静岡県留学生等交流推進協議会運営委員会（以下「運

営委員会」という。）を置く。 

２ 運営委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務） 

第９ 推進協議会の事務は、静岡大学国際交流課において行う。 

（雑則） 

第１０ この要項に定めるもののほか、推進協議会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要項は、平成元年 12月 14日から施行する。 

附 則（平成 10年 6月 25日改正） 

この要項は、平成 10年 6月 25日から施行し、平成 10年 4月 9日から適用する。 

附 則（平成 12年 6月 28日改正） 



この要項は、平成 12年 6月 28日から施行し、平成 12年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 17年 7月 22日改正） 

この要項は、平成 17年 7月 22日から施行し、平成 17年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 17年 10月 6日改正） 

この要項は、平成 17年 10月 6日から施行し、平成 17年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 18年 10月 12日改正） 

この要項は、平成 18年 10月 12日から施行し、平成 18年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 23年 7月 29日改正） 

この要項は、平成 23年 7月 29日から施行し、平成 23年 7月 1日から適用する。 

附 則（平成 28年 9月 26日改正） 

この要項は、平成 28年 9月 26日から施行し、平成 28年 4月 1日から適用する。 

 

 



団 体 等 名 長 又 は 代 表 者

静 岡 大 学 学 長 ◎ 石 井 潔

浜 松 医 科 大 学 学 長 今 野 弘 之

総合研究大学院大学 生命科学研究科遺伝学専攻 専 攻 長 花 岡 文 雄

静 岡 県 立 大 学 学 長 鬼 頭 宏

東 海 大 学 海 洋 学 部 海 洋 学 部 長 秋 山 信 彦

日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 学 部 長 渡 邊 武 一 郎

静 岡 理 工 科 大 学 学 長 野 口 博

聖 隷 ク リ ス ト フ ァ ー 大 学 学 長 大 城 昌 平

常 葉 大 学 学 長 江 藤 秀 一

静 岡 福 祉 大 学 学 長 太 田 晴 康

静 岡 産 業 大 学 学 長 鷲 崎 早 雄

静 岡 文 化 芸 術 大 学 学 長 横 山 俊 夫

静 岡 英 和 学 院 大 学 ・
静 岡 英 和 学 院 大 学 短 期 大 学 部

学 長 柴 田 敏

浜 松 学 院 大 学 ・ 浜 松 学 院 大 学 短 期 大 学 部 学 長 石 田 勝 義

静 岡 県 立 大 学 短 期 大 学 部 短 期 大 学 部 長 立 花 明 彦

東 海 大 学 短 期 大 学 部 事 務 室 長 片 桐 正 明

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 校 長 藤 本 晶

名 古 屋 入 国 管 理 局 静 岡 出 張 所 所 長 原 田 泉

名 古 屋 入 国 管 理 局 浜 松 出 張 所 所 長 小 島 幸 二

( 独 ) 日 本 学 生 支 援 機 構 東 海 北 陸 支 部 支 部 長 大 須 賀 久 実

静 岡 県 知 事 川 勝 平 太

静 岡 県 教 育 委 員 会 教 育 長 木 苗 直 秀

静 岡 市 市 長 田 辺 信 宏

浜 松 市 市 長 鈴 木 康 友

沼 津 市 市 長 賴 重 秀 一

三 島 市 市 長 豊 岡 武 士

藤 枝 市 市 長 北 村 正 平

( 一 社 ) 静 岡 県 商 工 会 議 所 連 合 会 会 長 酒 井 公 夫

静 岡 県 商 工 会 連 合 会 会 長 前 澤 侑

静 岡 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 会 長 諏 訪 部 敏 之

( 一 社 ) 静 岡 県 経 営 者 協 会 会 長 中 西 勝 則

静 岡 経 済 同 友 会 静 岡 協 議 会 代 表 幹 事 薩 川 諭

静 岡 経 済 同 友 会 東 部 協 議 会 代 表 幹 事 吉 野 聖 一

浜 松 経 済 同 友 会 事 務 局 長 金 子 和 裕

( 公 社 ) 静 岡 県 国 際 経 済 振 興 会 会 長 吉 林 章 仁

静 岡 県 農 業 協 同 組 合 中 央 会 代 表 理 事 会 長 鈴 木 勝

( 公 社 ) 静 岡 県 林 業 会 議 所 会 頭 大 富 部 喜 彦

(公社)日本青年会議所東海地区静岡ブロック協議会 会 長 小 口 浩 史

( 一 社 ) 静 岡 青 年 会 議 所 理 事 長 飯 塚 潤

( 公 財 ) 静 岡 県 国 際 交 流 協 会 会 長 髙 貝 亮

静 岡 市 国 際 交 流 協 会 会 長 田 辺 信 宏

( 公 財 ) 浜 松 国 際 交 流 協 会 代 表 理 事 石 川 晃 三

◎は議長　※(独) 独立行政法人の略　(一社) 一般社団法人の略　(公社)公益社団法人の略　(公財) 公益財団法人の略

令和元年度　静岡県留学生等交流推進協議会　総会名簿
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静岡県留学生等交流推進協議会運営委員会要項 

 

（趣旨） 

第 1 この要項は、静岡県留学生等交流推進協議会要項（以下「推進協議会」という。）第 8 第 2

項の規定に基づき、静岡県留学生等交流推進協議会運営委員会（以下「運営委員会」という。）に

関し必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２ 運営委員会は、推進協議会要項第 3に規定する事項を達成するために必要な具体的方策や専

門的事項等について審議する。 

（組織） 

第３ 運営委員会の運営委員は、推進協議会の委員の属する団体等が推薦する者をもって組織する。 

２ 前項の委員は、推進協議会の議長が委嘱する。 

（委員長） 

第４ 運営委員会に委員長を置き、委員の互選により選出する。 

２ 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。 

（委員以外の者の出席） 

第５ 委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者を運営委員会に出席させることができる。 

（幹事） 

第６ 運営委員会に幹事を置き、静岡大学国際交流課長をもって充てる。 

２ 幹事は、会務を処理する。 

（雑則） 

第７ この要項に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要項は、平成元年 12月 14日から施行する。 

附則（平成 10年６月 25日改正） 

この要項は、平成 10年６月 25日から施行し、平成 10年４月９日から適用する。 

附則（平成 12年６月 28日改正） 

この要項は、平成 12年６月 28日から施行し、平成 12年４月１日から適用する。 

附 則（平成 18年 10月 12日改正） 

この要項は、平成 18年 10月 12日から施行し、平成 18年 4月 1日から適用する。 

 

 

 

 



団 体 等 名 長 又 は 代 表 者

静 岡 大 学 国 際 連 携 推 進 機 構 長 ○ 白井　靖人

浜 松 医 科 大 学 事 務 局 次 長 柿澤　稔

総 合 研 究 大 学 院 大 学
生 命 科 学 研 究 科 遺 伝 学 専 攻

国立遺伝学研究所総務企画課長 小林　純

静 岡 県 立 大 学 国 際 交 流 セ ン タ ー 長 奥村　昭博

東 海 大 学 海 洋 学 部 清 水 教 学 課 長 辻　昭

日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 学 部 長 渡邊　武一郎

静 岡 理 工 科 大 学 学 生 事 務 部 次 長 青島　偉夫

聖 隷 ク リ ス ト フ ァ ー 大 学 グローバル教育推進センター長 藤田　正人

常 葉 大 学 学 長 江藤　秀一

静 岡 福 祉 大 学 学 長 太田　晴康

静 岡 産 業 大 学 国 際 課 長 吉添　克宏

静 岡 文 化 芸 術 大 学 学 生 部 長 佐藤　聖徳

静岡英和学院大学・静岡英和学院大学短期大学部 留 学 生 セ ン タ ー 長 磯貝　信二

浜 松 学 院 大 学 ・ 浜 松 学 院 大 学 短 期 大 学 部 学 務 グ ル ー プ 主 査 神谷　司

静 岡 県 立 大 学 短 期 大 学 部 学 生 室 長 橋詰　千里

東 海 大 学 短 期 大 学 部 事 務 室 長 片桐　正明

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長 小澤　強

名 古 屋 入 国 管 理 局 静 岡 出 張 所 所 長 　 原田　泉

名 古 屋 入 国 管 理 局 浜 松 出 張 所 所 長 小島　幸二

( 独 ) 日 本 学 生 支 援 機 構 東 海 北 陸 支 部 副 支 部 長 大脇　敏弘

静 岡 県 多 文 化 共 生 課 多 文 化 共 生 課 長 長谷川　敏久

静 岡 県 大 学 課 大 学 課 長 室伏　康男

静 岡 県 教 育 委 員 会 教 育 政 策 課 長 中山　雄二

静 岡 市 男 女 参 画 ・ 多 文 化 共 生 課 長 久保田　哲

浜 松 市 国 際 課 長 佐藤　宏明

沼 津 市 地 域 自 治 課 長 新井　寿明

三 島 市 国 際 交 流 室 長 池田　智美

藤 枝 市 広 域 連 携 課 長 村松　規雄

( 一 社 ) 静 岡 県 商 工 会 議 所 連 合 会 常 務 理 事 村松　義浩

静 岡 県 商 工 会 連 合 会 専 務 理 事 窪田　賢一

静 岡 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 常 務 理 事 田中　秀幸

業 務 部 長 岡野　勲

静 岡 経 済 同 友 会 静 岡 協 議 会 事 務 局 長 赤堀　眞一郎

静 岡 経 済 同 友 会 東 部 協 議 会 代 表 幹 事 吉野　聖一

浜 松 経 済 同 友 会 事 務 局 長 金子　和裕

( 公 社 ) 静 岡 県 国 際 経 済 振 興 会 会 長 吉林　章仁

静 岡 県 農 業 協 同 組 合 中 央 会 総 務 部 長 曽我　健

( 公 社 ) 静 岡 県 林 業 会 議 所 専 務 理 事 田中　克成
(公社)日本青年会議所東海地区静岡ブロック協議

会
会 長 小口　浩史

( 一 社 ) 静 岡 青 年 会 議 所 理 事 長 飯塚　潤

( 公 財 ) 静 岡 県 国 際 交 流 協 会 業 務 執 行 理 事 兼 事 務 局 長 野秋　貴靖

静 岡 市 国 際 交 流 協 会 会 長 田辺　信宏

( 公 財 ) 浜 松 国 際 交 流 協 会 代 表 理 事 石川　晃三

○は委員長　※(独) 独立行政法人の略　(一社) 一般社団法人の略　(公社)公益社団法人の略　(公財) 公益財団法人の略
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